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(3) 実験結果にもとづいて応力一温度ー結晶粒度の 3 次元座標で，各クリープ変形機構の領域図を明
示して実用化への指針を与えている D
以上の諸成果はオーステナイト系ステンレス鋼の高温クリープ特性に対して，新しい知見を与える
だけではなく γ25Cr-20Ni オーステナイト系鋼のよりすぐれた材料開発に対する指針を与えるもの
である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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